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　田原本町では、住民の買い物や通院などの移動支援と
地域の活性化を図るため、デマンド型乗り合いタクシー
事業を導入していた。住民も参画する協議会で何度も協
議し、住民ニーズや町の地理的特性を考慮してこの形態
にしたとの事であった。地元のタクシー業者と契約し、
デマンドの時は専用シールを貼ったタクシーを使い、配
車の予約なども担うことで運営経費削減を実現していた。
交通の利便性が課題のわが町にとって、大いに参考とな
った。

　交通アクセスの向上を望む住民の声を実現する
ため、NPO法人「上野丘さつき会」の理事長がゾ
ーン・バスの運行をスタートさせた。地域の方々
の協力を得てバス停を設置し、さつき会の車両を
シェアリング利用するなどの経費削減を図り、自
治体からの支援なしで黒字運行を実現していた。
傑出した人材によるところが大きく、事業の継続
性には課題もあるが、マンパワーの素晴らしさを
改めて実感した。人を活かす取り組みを町に提言
したい。
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公共施設等総合管理計画について問う
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28年度耐震補強工事等を予定している武道館

28年1月に開催された「みずほ小・中学生子ども議会」
の様子
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　第３０回町村議会広報全国コンクールにおいて、
わが瑞穂町の議会広報紙「ギカイのひろば」が編
集・デザイン部門で奨励賞を受賞しました。今後も
住民の皆様に親しみやすい広報紙を目指し、なお一
層の努力を重ねてまいります。　　　（編集委員一同）
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委員会活動報告

林田・島田両都議同席のもと行われた要望活動（都庁）

委員会視察報告
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全国コンクールで
　　　奨励賞を受賞！
全国コンクールで
　　　奨励賞を受賞！

奈良県田原本町
たわらもとちょう

神戸市北区淡河町
おうごちょう


